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部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る
処
分

（
以
下
「
本
件
全
額
支
給
制
限
処
分
」

と
い
う
。）
を
受
け
た
た
め
、
上
告
人

を
相
手
に
、
上
記
各
処
分
の
取
消
し
を

求
め
た
事
案
で
あ
る
。

本
件
規
定
は
、
退
職
を
し
た
者
（
以

下
「
退
職
者
」
と
い
う
。）
が
懲
戒
免

職
処
分
を
受
け
て
退
職
を
し
た
者
に
該

当
す
る
と
き
は
、
当
該
退
職
に
係
る
退

職
手
当
管
理
機
関
は
、
当
該
退
職
者
に

対
し
、
当
該
退
職
者
が
占
め
て
い
た
職

の
職
務
及
び
責
任
、
当
該
退
職
者
の
勤

務
の
状
況
、
当
該
退
職
者
が
行
っ
た
非

違
の
内
容
及
び
程
度
、
当
該
非
違
に

至
っ
た
経
緯
、
当
該
非
違
後
に
お
け
る

当
該
退
職
者
の
言
動
、
当
該
非
違
が
公

務
の
遂
行
に
及
ぼ
す
支
障
の
程
度
並
び

に
当
該
非
違
が
公
務
に
対
す
る
信
頼
に

及
ぼ
す
影
響
を
勘
案
し
て
、
当
該
退
職

に
係
る
一
般
の
退
職
手
当
の
全
部
又
は

一
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る
処
分

（
以
下
「
退
職
手
当
支
給
制
限
処
分
」

と
い
う
。）
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
旨

を
規
定
す
る
。

第
１
審
及
び
原
審
は
、
本
件
懲
戒
免

職
処
分
は
適
法
で
あ
る
と
し
た
一
方
、

本
件
全
部
支
給
制
限
処
分
は
、
非
違
行
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本
件
は
、
市
（
上
告
人
）
の
職
員
で

あ
っ
た
被
上
告
人
が
、
飲
酒
運
転
等
を

理
由
と
す
る
懲
戒
免
職
処
分（
以
下「
本

件
懲
戒
免
職
処
分
」
と
い
う
。）
を
受

け
た
こ
と
に
伴
い
、
退
職
手
当
管
理
機

関
で
あ
る
上
告
人
の
長
か
ら
、
職
員
退

職
手
当
支
給
条
例
第
11
条
第
１
項
第
１

号
の
規
定
（
以
下
「
本
件
規
定
」
と
い

う
。）
に
よ
り
一
般
の
退
職
手
当
の
全

為
の
態
様
等
か
ら
す
る
と
、
社
会
通
念

上
著
し
く
妥
当
を
欠
き
、
裁
量
権
の
範

囲
を
逸
脱
し
、
又
は
こ
れ
を
濫
用
し
た

も
の
と
し
て
違
法
で
あ
る
と
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
、
最
高
裁
は
、
大
要
、
以

下
の
と
お
り
判
示
し
、
本
件
全
部
支
給

制
限
処
分
に
違
法
は
な
い
と
し
て
原
判

決
中
上
告
人
敗
訴
部
分
を
破
棄
し
、
同

部
分
に
つ
き
第
１
審
判
決
を
取
り
消
し

た
。
な
お
、
岡
正
晶
裁
判
官
に
よ
る
反

対
意
見
が
あ
る
。

本
件
規
定
は
、
懲
戒
免
職
処
分
を
受

け
た
退
職
者
の
一
般
の
退
職
手
当
に
つ

い
て
、
退
職
手
当
支
給
制
限
処
分
を
す

る
か
否
か
、
こ
れ
を
す
る
と
し
た
場
合

に
ど
の
程
度
支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る

か
の
判
断
を
退
職
手
当
管
理
機
関
の
裁

量
に
委
ね
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
、
そ

の
判
断
は
、
そ
れ
が
社
会
観
念
上
著
し

く
妥
当
を
欠
い
て
裁
量
権
の
範
囲
を
逸

脱
し
、
又
は
こ
れ
を
濫
用
し
た
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
、
違
法
と
な
る
も
の
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。

被
上
告
人
は
、
長
時
間
に
わ
た
り
相

当
量
の
飲
酒
を
し
た
直
後
、
帰
宅
す
る

た
め
に
自
動
車
を
運
転
し
た
も
の
で

あ
っ
て
、
２
回
の
事
故
を
起
こ
し
て
い
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の
請
求
を
棄
却
す
る
。

３　

訴
訟
の
総
費
用
は
被
上
告
人
の
負

担
と
す
る
。

〔
理　
　
　

由
〕

上
告
代
理
人
田
口
勝
之
ほ
か
の
上
告

受
理
申
立
て
理
由
に
つ
い
て

１　

本
件
は
、
普
通
地
方
公
共
団
体

で
あ
る
上
告
人
の
職
員
で
あ
っ
た
被
上

告
人
が
、
飲
酒
運
転
等
を
理
由
と
す
る

懲
戒
免
職
処
分
（
以
下
「
本
件
懲
戒
免

職
処
分
」
と
い
う
。）
を
受
け
た
こ
と

に
伴
い
、
退
職
手
当
管
理
機
関
で
あ
る

大
津
市
長
（
以
下
「
市
長
」
と
い
う
。）

か
ら
、
大
津
市
職
員
退
職
手
当
支
給
条

例
（
昭
和
37
年
大
津
市
条
例
第
７
号
。

令
和
元
年
大
津
市
条
例
第
25
号
に
よ
る

改
正
前
の
も
の
）
11
条
１
項
１
号
の
規

定
（
以
下
「
本
件
規
定
」
と
い
う
。）

に
よ
り
一
般
の
退
職
手
当
の
全
部
を
支

給
し
な
い
こ
と
と
す
る
処
分（
以
下「
本

件
全
部
支
給
制
限
処
分
」
と
い
う
。）

を
受
け
た
た
め
、
上
告
人
を
相
手
に
、

上
記
各
処
分
の
取
消
し
を
求
め
る
事
案

で
あ
る
。

２　

原
審
の
適
法
に
確
定
し
た
事
実

関
係
等
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

（
１
）
本
件
規
定
は
、
退
職
を
し
た

者
（
以
下
「
退
職
者
」
と
い
う
。）
が

懲
戒
免
職
処
分
を
受
け
て
退
職
を
し
た

者
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
退
職
に

係
る
退
職
手
当
管
理
機
関
は
、
当
該
退

職
者
に
対
し
、
当
該
退
職
者
が
占
め
て

い
た
職
の
職
務
及
び
責
任
、
当
該
退
職

者
の
勤
務
の
状
況
、
当
該
退
職
者
が

行
っ
た
非
違
の
内
容
及
び
程
度
、
当
該

非
違
に
至
っ
た
経
緯
、
当
該
非
違
後
に

お
け
る
当
該
退
職
者
の
言
動
、
当
該
非

違
が
公
務
の
遂
行
に
及
ぼ
す
支
障
の
程

度
並
び
に
当
該
非
違
が
公
務
に
対
す
る

信
頼
に
及
ぼ
す
影
響
を
勘
案
し
て
、
当

該
退
職
に
係
る
一
般
の
退
職
手
当
の
全

部
又
は
一
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
す

る
処
分
（
以
下
「
退
職
手
当
支
給
制
限

処
分
」
と
い
う
。）
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
旨
を
規
定
す
る
。

（
２
）
被
上
告
人
は
、
平
成
３
年
４

月
に
上
告
人
の
職
員
に
採
用
さ
れ
、
平

成
29
年
４
月
以
降
、
総
務
部
ａ
課
長
の

職
に
あ
っ
た
者
で
あ
る
。
被
上
告
人
に

は
、
本
件
懲
戒
免
職
処
分
を
除
き
、
懲

戒
処
分
歴
は
な
い
。

（
３
）
被
上
告
人
は
、
平
成
30
年
８

月
７
日
午
後
５
時
頃
か
ら
午
後
10
時
30

く
損
な
う
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
情
に
照
ら
せ
ば
、
各
事

故
に
つ
き
被
害
弁
償
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
や
、
被
上
告
人
が
27
年
余
り
に
わ

た
り
懲
戒
処
分
歴
な
く
勤
続
し
、
上
告

人
の
施
策
に
貢
献
し
て
き
た
こ
と
等
を

し
ん
し
ゃ
く
し
て
も
、
本
件
全
部
支
給

制
限
処
分
に
係
る
市
長
の
判
断
が
、
社

会
観
念
上
著
し
く
妥
当
を
欠
い
て
裁
量

権
の
範
囲
を
逸
脱
し
、
又
は
こ
れ
を
濫

用
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

【
関
連
法
規
】	
地
方
公
務
員
法
第
29
条

第
１
項
、
国
家
公
務
員

退
職
手
当
法
第
12
条
第

１
項
第
１
号

判
　
　
　
決

〔
主　
　
　

文
〕

１　

原
判
決
中
、
上
告
人
敗
訴
部
分
を

破
棄
し
、
同
部
分
に
つ
き
第
１
審
判

決
を
取
り
消
す
。

２　

前
項
の
部
分
に
関
す
る
被
上
告
人

る
こ
と
か
ら
も
、
運
転
は
、
重
大
な
危

険
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。
そ
し
て
、
被
上
告
人
は
、

自
動
車
の
運
転
を
開
始
し
た
直
後
に
駐

車
場
内
で
第
１
事
故
を
起
こ
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
何
ら
の
措
置
を
講
ず
る

こ
と
も
な
く
運
転
を
続
け
、
さ
ら
に
、

第
２
事
故
を
起
こ
し
な
が
ら
、
そ
の
ま

ま
自
動
車
を
運
転
し
て
帰
宅
し
た
と
い

う
の
で
あ
る
か
ら
、
非
違
行
為
の
態
様

は
悪
質
で
あ
っ
て
、
物
的
損
害
が
生
ず

る
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
て

も
、
非
違
の
程
度
は
重
い
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

ま
た
、
被
上
告
人
は
、
非
違
行
為
の

翌
朝
、
臨
場
し
た
警
察
官
に
対
し
、
当

初
、
第
１
事
故
の
発
生
日
時
に
つ
い
て

虚
偽
の
説
明
を
し
て
い
た
も
の
で
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
非
違
後
の
言
動
も
、

不
誠
実
な
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
被
上
告
人
は
、
非
違
行
為

の
当
時
、
管
理
職
で
あ
る
課
長
の
職
に

あ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
非
違
行
為
は
、

職
務
上
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
し

て
も
、
上
告
人
の
公
務
の
遂
行
に
相
応

の
支
障
を
及
ぼ
す
と
と
も
に
、
上
告
人

の
公
務
に
対
す
る
住
民
の
信
頼
を
大
き
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分
頃
ま
で
、
自
宅
か
ら
の
転
居
を
予
定

し
て
い
た
マ
ン
シ
ョ
ン
（
以
下
「
本
件

マ
ン
シ
ョ
ン
」
と
い
う
。）
の
一
室
に

お
い
て
、
同
僚
ら
を
招
い
て
飲
食
し
、

ビ
ー
ル
及
び
酎
ハ
イ
各
１
本
並
び
に
発

泡
酒
５
本
程
度
（
い
ず
れ
も
３
５
０
mL
）

を
飲
ん
だ
。

被
上
告
人
は
、
同
日
午
後
11
時
頃
、

約
５
㎞
離
れ
た
自
宅
に
帰
る
た
め
、
借

り
受
け
て
い
た
自
動
車
（
以
下
「
本
件

自
動
車
」
と
い
う
。）
に
乗
っ
て
そ
の

運
転
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
、
本
件
マ
ン

シ
ョ
ン
の
立
体
駐
車
場
（
以
下
「
本
件

駐
車
場
」
と
い
う
。）
内
に
お
い
て
、

本
件
自
動
車
の
前
部
を
駐
車
中
の
他
の

自
動
車
（
以
下
「
被
害
自
動
車
」
と
い

う
。）
の
前
部
に
接
触
さ
せ
て
そ
の
フ

ロ
ン
ト
バ
ン
パ
ー
を
脱
落
さ
せ
る
事
故

（
以
下
「
第
１
事
故
」
と
い
う
。）
を
起

こ
し
た
。
被
上
告
人
は
、
第
１
事
故
に

つ
き
直
ち
に
本
件
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理

人
や
上
司
等
の
関
係
者
に
連
絡
す
る
こ

と
な
く
本
件
自
動
車
の
運
転
を
続
け
た

と
こ
ろ
、
さ
ら
に
、
本
件
自
動
車
を
道

路
の
縁
石
に
接
触
さ
せ
、
縁
石
に
設
置

さ
れ
た
反
射
板
を
は
が
し
て
本
件
自
動

車
に
オ
イ
ル
漏
れ
を
生
じ
さ
せ
る
事
故

４
４
８
８
円
）
の
全
部
を
支
給
し
な
い

こ
と
と
す
る
本
件
全
部
支
給
制
限
処
分

を
し
た
。

３　

原
審
は
、
上
記
事
実
関
係
等
の

下
に
お
い
て
、
本
件
懲
戒
免
職
処
分
は

適
法
で
あ
る
と
し
て
そ
の
取
消
請
求
を

棄
却
す
べ
き
も
の
と
し
た
上
で
、
要
旨

次
の
と
お
り
判
断
し
、
本
件
全
部
支
給

制
限
処
分
の
取
消
請
求
を
認
容
す
べ
き

も
の
と
し
た
。

本
件
非
違
行
為
の
態
様
等
か
ら
す
れ

ば
、
一
般
の
退
職
手
当
が
相
応
に
減
額

さ
れ
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
も
の
と

し
て
、
そ
の
合
理
性
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
本
件
非
違
行
為
に
よ
っ
て

生
じ
た
事
故
は
い
ず
れ
も
物
損
事
故
に

と
ど
ま
る
こ
と
、
被
上
告
人
は
、
第
１

事
故
の
直
後
で
は
な
い
も
の
の
関
係
者

に
連
絡
し
、
そ
の
後
被
害
弁
償
等
も

行
っ
て
い
る
こ
と
、
本
件
非
違
行
為
が

私
生
活
上
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
被
上

告
人
が
長
期
に
わ
た
っ
て
懲
戒
処
分
歴

な
く
勤
続
し
、
総
務
部
ａ
課
長
と
し
て

上
告
人
の
重
要
施
策
に
貢
献
し
た
こ
と

な
ど
も
勘
案
し
、
従
前
に
お
け
る
公
務

貢
献
の
程
度
と
本
件
非
違
行
為
の
内
容

及
び
程
度
等
を
比
較
衡
量
す
る
と
、
本

（
以
下
「
第
２
事
故
」
と
い
い
、
第
１

事
故
と
併
せ
て
「
本
件
各
事
故
」
と
い

う
。）
を
起
こ
し
た
が
、
そ
の
ま
ま
本

件
自
動
車
を
運
転
し
て
帰
宅
し
た
。

（
４
）
被
上
告
人
は
、
翌
８
日
朝
、
本

件
マ
ン
シ
ョ
ン
に
赴
き
、
管
理
人
に
第

１
事
故
を
起
こ
し
た
旨
を
伝
え
る
な
ど

し
た
後
、
警
察
に
通
報
し
た
。
被
上
告

人
は
、
臨
場
し
た
警
察
官
に
対
し
、
当

初
、
同
日
の
朝
に
第
１
事
故
を
起
こ
し

た
旨
の
虚
偽
の
説
明
を
し
た
が
、
警
察

官
か
ら
前
夜
の
事
故
で
は
な
い
か
と
指

摘
を
受
け
、そ
の
旨
を
認
め
た
。
ま
た
、

被
上
告
人
は
、
上
司
に
電
話
し
て
第
１

事
故
を
起
こ
し
た
こ
と
等
に
つ
い
て
報

告
し
、
後
日
、
本
件
各
事
故
に
係
る
物

的
損
害
に
つ
い
て
被
害
弁
償
を
行
っ
た
。

（
５
）
市
長
は
、
被
上
告
人
に
対
し
、

平
成
30
年
10
月
12
日
付
け
で
、
被
上
告

人
が
同
年
８
月
７
日
に
飲
酒
し
た
上
で

本
件
自
動
車
を
運
転
し
、
本
件
駐
車
場

内
で
被
害
自
動
車
に
接
触
し
、
そ
の
後

必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
な
く
、
公
道

を
走
行
し
て
帰
宅
し
た
こ
と（
以
下「
本

件
非
違
行
為
」
と
い
う
。）
を
理
由
と

し
て
、
本
件
懲
戒
免
職
処
分
を
し
た
上

で
、
一
般
の
退
職
手
当
（
１
６
２
０
万	

件
非
違
行
為
は
、
一
般
の
退
職
手
当
を

全
額
支
給
し
な
い
こ
と
が
相
当
と
い
え

る
ほ
ど
に
重
大
な
も
の
で
あ
る
と
ま
で

い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
本
件
全
部
支
給

制
限
処
分
は
、
社
会
通
念
上
著
し
く
妥

当
を
欠
き
、裁
量
権
の
範
囲
を
逸
脱
し
、

又
は
こ
れ
を
濫
用
し
た
も
の
と
し
て
違

法
で
あ
る
。

４　

し
か
し
な
が
ら
、
原
審
の
上
記

判
断
は
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
本
件
規
定
は
、
懲
戒
免
職
処

分
を
受
け
た
退
職
者
の
一
般
の
退
職
手

当
に
つ
い
て
、
退
職
手
当
支
給
制
限
処

分
を
す
る
か
否
か
、
こ
れ
を
す
る
と
し

た
場
合
に
ど
の
程
度
支
給
し
な
い
こ
と

と
す
る
か
の
判
断
を
退
職
手
当
管
理
機

関
の
裁
量
に
委
ね
て
い
る
も
の
と
解
さ

れ
、
そ
の
判
断
は
、
そ
れ
が
社
会
観
念

上
著
し
く
妥
当
を
欠
い
て
裁
量
権
の
範

囲
を
逸
脱
し
、
又
は
こ
れ
を
濫
用
し
た

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
違
法
と
な
る

も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
（
最
高
裁
令

和
４
年
（
行
ヒ
）
第
２
７
４
号
同
５
年

６
月
27
日
第
三
小
法
廷
判
決
・
民
集
77

巻
５
号
１
０
４
９
頁
参
照
）。

（
２
）
前
記
事
実
関
係
等
に
よ
れ
ば
、
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被
上
告
人
は
、
長
時
間
に
わ
た
り
相
当

量
の
飲
酒
を
し
た
直
後
、
帰
宅
す
る
た

め
に
本
件
自
動
車
を
運
転
し
た
も
の
で

あ
っ
て
、
２
回
の
事
故
を
起
こ
し
て
い

る
こ
と
か
ら
も
、
上
記
の
運
転
は
、
重

大
な
危
険
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
被
上
告

人
は
、
本
件
自
動
車
の
運
転
を
開
始
し

た
直
後
に
本
件
駐
車
場
内
で
第
１
事
故

を
起
こ
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
ら

の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
も
な
く
運
転
を

続
け
、
さ
ら
に
、
第
２
事
故
を
起
こ
し

な
が
ら
、
そ
の
ま
ま
本
件
自
動
車
を
運

転
し
て
帰
宅
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
か

ら
、
本
件
非
違
行
為
の
態
様
は
悪
質
で

あ
っ
て
、
物
的
損
害
が
生
ず
る
に
と
ど

ま
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
非
違
の

程
度
は
重
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
、
被
上
告
人
は
、
本
件
非
違
行

為
の
翌
朝
、臨
場
し
た
警
察
官
に
対
し
、

当
初
、
第
１
事
故
の
発
生
日
時
に
つ
い

て
虚
偽
の
説
明
を
し
て
い
た
も
の
で
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
非
違
後
の
言
動
も
、

不
誠
実
な
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
被
上
告
人
は
、
本
件
非
違

行
為
の
当
時
、
管
理
職
で
あ
る
課
長
の

職
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
本
件
非
違

明
ら
か
な
法
令
の
違
反
が
あ
る
。
論
旨

は
こ
の
趣
旨
を
い
う
も
の
と
し
て
理
由

が
あ
り
、
原
判
決
中
上
告
人
敗
訴
部
分

は
破
棄
を
免
れ
な
い
。
そ
し
て
、
以
上

説
示
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
上
記
部

分
に
関
す
る
被
上
告
人
の
請
求
は
理
由

が
な
い
か
ら
、
同
部
分
に
つ
き
第
１
審

判
決
を
取
り
消
し
、
同
請
求
を
棄
却
す

べ
き
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
裁
判
官
岡
正
晶
の
反
対
意

見
が
あ
る
ほ
か
、
裁
判
官
全
員
一
致
の

意
見
で
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。

裁
判
官
岡
正
晶
の
反
対
意
見
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

１　

私
は
、
本
件
全
部
支
給
制
限
処

分
が
、
裁
量
権
の
範
囲
を
逸
脱
し
、
又

は
こ
れ
を
濫
用
し
た
も
の
と
い
う
こ
と

は
で
き
な
い
と
し
て
、
原
判
決
中
上
告

人
敗
訴
部
分
を
破
棄
す
る
と
の
多
数
意

見
に
は
賛
同
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２　

本
件
規
定
に
係
る
一
般
の
退
職

手
当
は
、
勤
続
報
償
的
な
性
格
を
中
心

と
し
つ
つ
、
給
与
の
後
払
的
な
性
格
や

生
活
保
障
的
な
性
格
も
有
す
る
も
の
と

解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
本
件
規
定
は
、

個
々
の
事
案
ご
と
に
、
退
職
者
の
功
績

の
度
合
い
や
非
違
行
為
の
内
容
及
び
程

度
等
に
関
す
る
諸
般
の
事
情
を
総
合
的

に
勘
案
し
、
給
与
の
後
払
的
な
性
格
や

生
活
保
障
的
な
性
格
を
踏
ま
え
て
も
、

当
該
退
職
者
の
勤
続
の
功
を
抹
消
す
る

に
足
り
る
事
情
が
あ
っ
た
と
評
価
す
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
に
、
一
般
の
退
職

手
当
の
全
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
す

る
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
旨
を
規

定
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
（
前
掲
最
高

裁
令
和
５
年
６
月
27
日
第
三
小
法
廷
判

決
参
照
）。

３　

そ
う
す
る
と
、
一
般
の
退
職
手

当
の
全
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る

処
分
を
行
う
場
合
に
は
、
懲
戒
免
職
処

分
の
場
合
と
は
異
な
り
、
一
般
の
退
職

手
当
に
給
与
の
後
払
的
な
性
格
や
生
活

保
障
的
な
性
格
が
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、

こ
の
観
点
か
ら
、
当
該
非
違
行
為
の
内

容
及
び
程
度
等
に
つ
き
、
当
該
退
職
者

の
勤
続
の
功
を
完
全
に
抹
消
す
る
に
足

り
る
事
情
が
あ
っ
た
と
ま
で
評
価
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
否
か
に
つ
き
、
慎
重

に
検
討
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

も
と
よ
り
、
地
方
公
務
員
は
、
全
体

の
奉
仕
者
と
し
て
公
共
の
利
益
の
た
め

に
勤
務
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
憲
法
15

条
２
項
、地
方
公
務
員
法
30
条
）、ま
た
、

行
為
は
、
職
務
上
行
わ
れ
た
も
の
で
は

な
い
と
し
て
も
、
上
告
人
の
公
務
の
遂

行
に
相
応
の
支
障
を
及
ぼ
す
と
と
も

に
、
上
告
人
の
公
務
に
対
す
る
住
民
の

信
頼
を
大
き
く
損
な
う
も
の
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
情
に
照
ら
せ
ば
、
本
件

各
事
故
に
つ
き
被
害
弁
償
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
や
、
被
上
告
人
が
27
年
余
り

に
わ
た
り
懲
戒
処
分
歴
な
く
勤
続
し
、

上
告
人
の
施
策
に
貢
献
し
て
き
た
こ
と

等
を
し
ん
し
ゃ
く
し
て
も
、
本
件
全
部

支
給
制
限
処
分
に
係
る
市
長
の
判
断

が
、
社
会
観
念
上
著
し
く
妥
当
を
欠
い

て
裁
量
権
の
範
囲
を
逸
脱
し
、
又
は
こ

れ
を
濫
用
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で

き
な
い
。

（
３
）
以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
全
部

支
給
制
限
処
分
が
裁
量
権
の
範
囲
を
逸

脱
し
、
又
は
こ
れ
を
濫
用
し
た
違
法
な

も
の
で
あ
る
と
し
た
原
審
の
判
断
に

は
、
退
職
手
当
支
給
制
限
処
分
に
係
る

退
職
手
当
管
理
機
関
の
裁
量
権
に
関
す

る
法
令
の
解
釈
適
用
を
誤
っ
た
違
法
が

あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

５　

以
上
の
と
お
り
、
原
審
の
判
断

に
は
、
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
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そ
の
職
の
信
用
を
傷
つ
け
た
り
、
地
方

公
務
員
の
職
全
体
の
不
名
誉
と
な
る
よ

う
な
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
義
務
が

あ
る
（
同
法
33
条
）
な
ど
、
地
方
公
務

員
の
地
位
の
特
殊
性
や
職
務
の
公
共
性

が
重
視
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る

が
、
地
方
公
務
員
も
勤
労
者
で
あ
り
生

活
者
で
あ
る
こ
と
も
軽
視
さ
れ
る
べ
き

で
は
な
い
。

４　

ま
ず
、
一
般
の
退
職
手
当
に
給

与
の
後
払
的
な
性
格
や
生
活
保
障
的
な

性
格
が
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
こ
の
観

点
か
ら
、
被
上
告
人
の
過
去
の
勤
続
の

功
を
み
る
と
、
被
上
告
人
は
平
成
３
年

４
月
１
日
以
降
本
件
懲
戒
免
職
処
分
時

ま
で
27
年
余
り
の
長
期
に
わ
た
っ
て
上

告
人
に
勤
続
し
、
同
処
分
以
前
に
は
懲

戒
処
分
歴
は
な
く
、
平
成
29
年
４
月
１

日
以
降
は
総
務
部
ａ
課
長
と
い
う
管
理

職
を
務
め
て
い
た
。
同
処
分
時
点
で
退

職
し
た
場
合
の
一
般
の
退
職
手
当
の
金

額
は
１
６
２
０
万
４
４
８
８
円
で
あ
っ

た
。
被
上
告
人
の
こ
の
過
去
の
実
績
な

い
し
功
績
は
相
応
の
も
の
で
あ
っ
て
重

視
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
本
件
非
違
行
為
は
、
多
数
意

見
の
４
（
２
）
記
載
の
と
お
り
、
そ
の

功
績
の
度
合
い
は
、
給
与
の
後
払
的
な

性
格
や
生
活
保
障
的
な
性
格
を
踏
ま
え

る
と
相
応
の
も
の
で
あ
っ
て
重
視
さ
れ

る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ

れ
を
完
全
に
抹
消
す
る
に
足
り
る
事
情

が
あ
る
か
否
か
の
検
討
は
丁
寧
に
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
観
点
か
ら
、
本
件
非
違
行
為
の

内
容
及
び
程
度
等
を
み
る
と
、
上
記
の

事
情
は
あ
る
も
の
の
、
職
務
中
の
行
為

で
あ
る
と
か
、
職
務
に
関
連
又
は
関
係

し
た
行
為
で
は
な
い
。
非
違
行
為
の
結

果
も
幸
い
に
し
て
静
止
物
と
の
軽
微
な

物
損
事
故
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。ま
た
、

こ
れ
ら
の
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
上
告
人

の
公
務
の
遂
行
に
及
ぼ
し
た
支
障
が
重

大
で
あ
っ
た
と
ま
で
は
う
か
が
わ
れ

ず
、
上
告
人
の
公
務
に
対
す
る
住
民
の

信
頼
な
い
し
信
用
を
具
体
的
か
つ
現
実

的
に
害
し
た
と
ま
で
も
う
か
が
わ
れ
な

い
。
こ
れ
ら
の
事
情
に
照
ら
す
と
、
本

件
非
違
行
為
を
も
っ
て
、
被
上
告
人
の

前
記
の
過
去
の
実
績
な
い
し
功
績
を
完

全
に
抹
消
す
る
に
足
り
る
事
情
が
あ
っ

た
と
ま
で
評
価
す
る
こ
と
は
、
酷
に
過

ぎ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
被
上
告
人
の
本
件
非
違
行
為

根
絶
が
社
会
全
体
の
課
題
と
さ
れ
て
久

し
い
飲
酒
運
転
を
行
っ
た
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
自
体
到
底
許
さ
れ
る
こ
と
で

は
な
い
。
態
様
は
悪
質
で
あ
っ
て
非
違

の
程
度
も
重
い
と
評
価
で
き
、
翌
朝
の

対
応
も
不
誠
実
で
あ
り
、
被
上
告
人
が

管
理
職
で
あ
る
課
長
の
職
に
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
上
告
人
の
公
務
の
遂
行
に
相

応
の
支
障
を
及
ぼ
し
、
上
告
人
の
公
務

に
対
す
る
住
民
の
信
頼
を
大
き
く
損

な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事

情
は
、
勤
続
報
償
の
対
象
と
な
る
だ
け

の
公
務
へ
の
貢
献
を
行
わ
な
か
っ
た
も

の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

あ
り
、
一
般
の
退
職
手
当
が
勤
続
報
償

的
な
性
格
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
に
着
目
す
る
と
、
退
職
手
当
管
理

機
関
で
あ
る
市
長
は
、
一
般
の
退
職
手

当
の
う
ち
相
当
な
額
を
支
給
し
な
い
も

の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
一
般
の
退
職
手
当

が
相
応
に
減
額
さ
れ
る
こ
と
は
や
む
を

得
な
い
も
の
と
し
て
、
そ
の
合
理
性
を

認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
原
審
の

説
示
は
、
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
前
記
の
と
お
り
、
本
件
で

は
、
被
上
告
人
の
過
去
の
実
績
な
い
し

の
翌
朝
の
行
動
は
、
不
誠
実
で
あ
っ
て

非
難
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
今
後
の
活

動
に
信
を
置
け
な
い
と
し
て
公
務
の
執

行
か
ら
排
除
す
る
事
情
の
一
つ
と
し
て

は
考
慮
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
が
、
前

記
の
判
断
を
左
右
す
る
ほ
ど
の
も
の
で

は
な
い
。
ま
た
、
被
上
告
人
は
、
本
件

非
違
行
為
に
よ
り
本
件
懲
戒
免
職
処
分

と
い
う
重
い
制
裁
を
受
け
て
、
公
務
員

と
し
て
の
職
と
収
入
を
絶
た
れ
た
と
い

う
事
情
も
あ
る
。

５　

以
上
の
諸
事
情
を
総
合
的
に
勘

案
す
れ
ば
、
本
件
全
部
支
給
制
限
処
分

は
、
処
分
の
選
択
が
重
き
に
失
す
る
も

の
と
し
て
、
社
会
観
念
上
著
し
く
妥
当

を
欠
き
、
本
件
規
定
が
退
職
手
当
管
理

機
関
に
認
め
た
裁
量
権
の
範
囲
を
逸
脱

し
、
又
は
こ
れ
を
濫
用
し
た
も
の
と
し

て
違
法
で
あ
る
と
し
た
原
審
の
判
断
に

違
法
が
あ
る
と
は
考
え
難
い
。

よ
っ
て
、
原
審
の
判
断
は
是
認
す
る

こ
と
が
で
き
、
本
件
上
告
は
棄
却
す
る

こ
と
が
相
当
と
考
え
る
。

（
裁
判
長
裁
判
官　

深
山
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裁

判
官　

安
浪
亮
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裁
判
官　

岡
正
晶

　

裁
判
官　
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裁
判
官　
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美
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子
）


